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M2B(みつば)学習支援システムとは
① moodle（ムードル） : eラーニングシステム

出席管理・レポート管理・掲示板、アンケートなど

② mahara（マハラ）: eポートフォリオシステム
講義日誌の記録による振り返りと情報共有

③ BookLooper（ブックルーパー）: デジタル教材配信シス
テム
講義スライドの共有と配信
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学生登録数 教員登録数 moodle mahara BookLooper

2015年度
前期

2,687人 10,490人 206コース 866日誌 132教材

2015年度
後期

19,293人 10,490人 112コース 302日誌 95教材

2016年度
後期

〃 〃 512コース 86コース
105教材

(41コース)



背景

 平成２６年４月より、アクティブラーナーの養成

を目指し基幹教育が開始

アクティブ・ラーナー ＝ 将来にわたり自主的に学ぶ姿勢

 基幹教育の各科目において、全学出動態勢の下、

多数の教員が基幹教育に参画

 平成27年度では

全学から延べ885名の教員が基幹教育に参加
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アクティブ・ラーナーを育成するカリキュラム

学習過程の重視
「何を学習したか」ではなく「いかに学習したか」

学び合いの場
高校までの正解思考からの脱却

抽象的な概念を具体的事例へ
説明できる説得力の育成

実のある授業づくり
「個に閉じた学び」から「他者や状況に開かれた学び」

基幹
生涯にわたり
学び続ける
心構え



https://moodle.kyushu-u.ac.jp
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eラーニングシステム moodleの利用



moodleからログインして、日誌を記録
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eポートフォリオシステムmaharaの利用



mahara
ティーチングポートフォリオの開発と導入

基幹教育における実践知の共有による授業改善を目指して
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教育の質向上支援プログラム（EEP）
平成２６年～２８年度



ティーチングポートフォリオ(TP)とは？

「自らの教育活動に関係するエビデンスを集めたもの」
maharaでは、
・授業日誌（授業の改善点のメモ、講義ノートの電子版）
・講義資料
・シラバス
・レポート課題の内容と学生の提出物、評価

などを残すツールとして活用できる
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残したエビデンスを振り返る(リフレクション)し、
次の授業、次年度の授業等への改善に

つなげていくことが大きな目標
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教員が、自分の目的に合わせて、自主的に、
最初は小さな記録としてはじめる。

学生も自主的に自身の学習履歴をラーニングポート
フォリオへ記録し、合わせて活用すると授業全体の教育
改善・学習改善のよい循環がうまれる。

他の情報システム(moodle,BookLooper)との連携に
よって、もっと効果を高めることができる。

mａｈａｒａの取り組み・特徴



取組例 H26年度後期の情報科学系科目での試行

講義名：

 プログラミング演習（５コマ）

 情報科学・情報を科学する（１１コマ）

共通の教材(PPT)を用いて16名の教員が担当

利用方法

 ティーチングポートフォリオ（教員）：
数名の教員で日誌を共有

 ラーニングポートフォリオ（学生）：
情報科学１コマのみ

 TAポートフォリオ（学生）
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TPに記録された教員の日誌内容
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・予定どおり○○の演習と●●の説明・演習ができた。

・今日は△△と▲▲のイントロを説明した。

▲▲のイントロは、内容が多いので簡単に説明した。

授業内容・工夫点を記録 ⇒ 授業内容の振り返り

・スライド◇◇とスライド◆◆は入れ替えた方が良い。

・□□と■■の違いの説明を増やす必要がある。

・次年度は○○を含めた練習問題にしたほうが良い。

教材で修正したい点 ⇒ 教材の改善
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次回授業の予定 ⇒ 授業進度の把握

・次回は▲▲について説明したい。

・今日話す予定だった▽▽は話せなかったので、次回説明予定。

その他
感想など授業で感じたことの記録、ＰＣ環境の問題点を記録、
他の先生との情報共有など・・・

日々の授業での自身の記録を
蓄積するためのツールとして使用・活用

TPに記録された教員の日誌内容



学生のコメント
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平均符号語長、一意複合可能性、
瞬時複合可能性、エントロピーなど
今日は多くのことを学んだ。

突然難しくなった印象を受けました。

授業最後のほうがスピードが速かっ
たのでしっかり復習したい。

相互のエントロピーがよくわかりま
せんでした。 （多数）

学生の理解度を把握
→間違った認識でないか確認

教材に詳しい説明を追加

授業時間内配分の改善

教材の改善、授業での説明を工夫

授業内容の改善につなげていける



TAの日誌内容（授業後）
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問題点の報告

授業中の様子

・計算後、エラーが出てPCの再起動をしている生徒が
数名いました。再起動を行った後は問題なく作業ができ
ていたようですが原因は分かりません。

・maharaの使い方で●●、◇◇について多くの質問があり
、全て対応・解決しました。

・学生達がmahara/moodleに慣れてきて、小テストも
問題なく行われました。

・△△という質問に▲▲と助言しました。

授業内容の報告

PC環境の問題点・解決方法



教員間で振り返りのワークショップを開催
2015年２月１３日
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教材の改善：
内容の修正、順番の入れ替え、
デザインの統一、演習問題の追加など

授業設計の改善：
シラバスの内容の更新

教育環境の改善：
統一した開発環境の導入、eポートフォリオの導入



eポートフォリオの役割
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メタ認知スキルの獲得

ティーチングポートフォリオラーニングポートフォリオ

学びのプロセスの振り返り

学びのセルフマネージメント

学生の状況の把握 改善点の記録自身の学びの状況記録

授業のセルフマネージメント

自身の授業の振り返りと知識共有

学生 教員



ビッグデータの教育分野における
利活用アプリケーションの研究開発

（独）情報通信研究機構(NICT)

平成２６年度「ソーシャル・ビッグデータ利活用・基盤技術の研究開発」
の研究支援事業に採択

研究期間：平成２６年度～２７年度
（さらに２年間の延長の可能性あり）
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178A03

デジタル教科書BookLooperの活用



本研究の内容

1. 教員は、九州大学基幹教育の知として、講義に利用

するスライドを中心に、デジタル教材を共有

2. デジタル教科書システムBookLooperを用いて、デジタル

教材を、授業内・外でいつでも利用でき、細かく学習履歴

を記録できる環境を提供

3. 他の情報システムのデータと連携・統合して、教員は

（学生も）そのデータを分析・可視化して、教育・学習

のサポートに役立てる
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デジタル教科書BookLooperのメリット
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学生のメリット

1. 教科書忘れ、複数の教科書を持ち歩く等がない

2. ＰＣやスマートフォンでどこでも予習や復習に教
材を見ることが可能

3. 自分が履修していない講義資料も閲覧可能

4. 複数の教材を横断した検索ができるなど、便利な
機能
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教員のメリット

1. 教材を簡単に配布できる

2. 学生の予習や復習の状況を把握することが可能
⇒状況によって、授業を組み立てることができる

3. 学生の閲覧ログの分析によって、授業改善

デジタル教科書BookLooperのメリット



デジタル教科書BookLooperのメリット
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全ての操作ログがサーバ側に記録
例・ページの閲覧時間、下線の場所、検索キーワード等

下線機能

全文検索機能

コメント



基幹教育院で、既に5つの授業でBookLooperを使い始め
297名の学生の操作情報を収集
2014年10月1日～2014年2月6日、
581,352件のログを記録(310MB)
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ログの蓄積

現在では

1日18万件ログを記録



moodleからBookLooperにリンクして、教材を表示できる
moodleに分析結果を表示する
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moodleとの連携



全体達成率
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全体達成率 良い⇒ 一歩踏み込んだ授業を
全体達成率 悪い⇒ スライドの説明を丁寧に

Ex.授業前に配信済のスライドを
すべて閲覧して、予習しておくこと
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スライドに対する全体マーカー数

マーカーが多いページは不明な点が多い
学生の不明点がわかる⇒説明の工夫・改善

Ex.スライド上でわからないところへ
マーカーを引いておくこと



今後の取り組み
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moodle、mahara、BookLooperのデー
タベースに格納された情報から計算さ
れ、全学生の学習活動の活発度が表示
されます
学生からは自身とクラス全体の平均値
が表示され、自身の学習活動を振り返
ることができます。

成績予測

アクティブラーナーダッシュボード

BookLooperのログを可視化することに
よって、学生の予習、復習状況が一目
で客観的なデータとして確認すること
ができ、成績との関係を見ることで、
予習、復習の量からどの程度の成績を
とることが可能なのか予測することも
できます。



授業前準備

内省・改善

LAを用いた教育・学習の改善

授業設計

授業期間授業改善
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シラバス作成、教材作成、演習問題、
レポート課題、試験問題等の作成

授業期間後の
ワークショップ

シラバス確認、参考資料等の確認

M2Bシステム
・eポートフォリオ
・eラーニングのログ
・e-Bookの閲覧ログ LALA

・学習ログ分析
・成績予測

・学習ログ分析
・教材改善提案

教員 学生

ログの蓄積



M2Bシステムは、学びのプロセスを記録し、

その分析を通じて教育改善・学習改善につな

がるよう、今後も開発を進めていきます。

是非とも、ご活用いただければ幸いです。
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